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浜 田靖

あさ，車の中でラジオを聞いていたら，ア

ナウンサーが本日の格言というので「自然は
・リ

と》§まることを知らない。と貰蓄るととに対

し自然はこれを罰する。ケーテ」というよう

なことを言っている。私は運転しながら，オ

ヤ'面白い言葉だ暗記してやろうと思って，

いそいで口の中で繰り返しているうちに，だ

んだん自信がなくなってきて〉結局学校に辿

りつくころには全くウヤムヤなわけのわから

ない言葉になってしまった。若いころから，

そう暗記力が強くなかった上に老化現象も手

つだっての事だから仕方がないと思ったが，

どうもこの言葉のもつ意味にはひかれるもの

があった。そこで意を決して，その日のひる

やすみに，ドイツ文学の大家である菊地先生

を学部長室に訪ねてぅこういう意味の格言が

ゲーテの言葉の中にあるかどうかうか賀って

みた。菊地学部長は「あると思う，しらべて

みよう」というご返事だった。そして二三

日後に私は学部長室でウ車の中で逃がしたケ

ーテの言葉に再会することが出来たのである。

菊地先生は貴方が車の中でお聞きになったの

はおそらくこの言葉である，といって，次の

言葉を書いて下さった。

自然の中には，一瞬の休止もない

自然は休止という言葉を知らない

止まることに自然は呪いをかけている

ケーテ

たしかにとの自然の絶えざる変化こそ，又

と斑るととを知らざる自然こそこの宇宙の

鉄則であろう。

掴て，世界の体操競技の地図も，つ誼に親

しい色に塗りかえられつ&焦点が移っている。

戦前，体操競技の本場はドイツであり，スイ

スやイタリアあたりからも，名選手が世界の

体操界に絢欄たる名をつらねていたものであ

る。

戦後はソ連から日本に，女子は依然ソ連が

強く，東独やチェコ等も著しい進境にあるの

が現状といえkう。

ひるがえって国内に目をむけても，その体

操地図渦やはりいろいろな模様に絶えず塗

りかえられつ＆あることはいうまでもない。

問題は一体との地図は誰が塗りかえるかと

いうことだ。叉その塗りかえられる原因は何

かということである。絶えず鮮明な色でか蟹

やくために，お互いに何をしなければならぬ

かを年頭に考えようではないか。
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自然は永劫に変化する
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監 督就任あいさつ

この度，日本大学体操部の監督という大任

を，門脇前監督より引き継ぐことになりまし

たo

引き継ぎから今日までウ短期間とはいうも

の＆，その任務の多忙さ，難しさに驚ろいて

いる次第です。

ご牽知の通り，日本大学体操部は，門脇前

監督の熱意により，十数年前創立され，急激

な勢をもって成長して童いり寮した。従って

それを更に助長することがウわたくしに与え

られた使命と思います。

今後の抱負としては，勝負の世界に生きる

以上，勝つことを前提条件として努力すべ<

考えております。もし，サイが負けにふられ

たとしても，その時撒くやしい気持をもち，

加えて今度こそはという次への発展性を含ん

でいてほしいものです。

遠藤幸雄

い萱ひとつは，志を体操の技ひとつにする

部員間に和を欠かせないということです。

そのためには，横のつながり，縦のつながり

を密にする必要があるでしょう。

さらには,諸先輩との交流など5幅ひろい人

間性を作るためにも大切なものと思います6

日を重ねるにしたがい，いろいろな問題が

提起され，わたくしの目標も具体化されるこ

と＆思います。

今後浜田部長，門脇副部長早田，木村

両コーチの，良きアドバイスを存分に吸収し

ながら，体操部の大いなる発展に努力を惜し

玄ないものです。

どうぞ諸先輩のみなさん，以前にもまして

変らぬご指導ご鞭鍵を下さいますよう，また

いつわらぬご意見を賜りますよう君願い申し

上げ注す01970．10．9

岩手国体に寄､せて

桜樹会報3号の原稿依頼にとたえて，国体

のために盛岡に集った全国各地の若きOB諸

姉諸兄と，現役学生の懇親会を催した際の，

いろいろな話題にふれてみたい。

？.．..．!,l･『'.'.『,!.,.『
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門脇春男

昭和45年10月13日（火）
午後6時～8時

ととろ盛岡市内城跡

お濠のそばの赤い鳥居の近くの古

い一杯のみやの二階
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世話をしてくれた人川部先輩
は､｡‘．:<・・‘．．”、

参加者浜田部長，門脇春男

pOBp
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藤谷弘一(北海道）則｡島元(北海道）

，j堀田敏明｛長崎）山本好隆(神奈川）

原弘吉(神奈川）門脇隆（岩手）

川部力夫（岩手）

鮮遡

，－赤嶺芳弘（沖縄）佐藤均（秋田）

住広晃（広島）島崎康行（大阪）

伊藤繁（大阪）宮川早苗（福井）

矢部信恵（福井）宮川聖子供庫）

渡辺富代(北海道）村上吉正（岩手）

河内芳子（香川）

観察周一

石井‘悦夫シ 田中千文

宮沢多恵子

当日欠席した人

①印：

松重道子（山口）浦辺由子(神奈川）

・斉藤正弘（秋田）

E学と旬

中村栄喜（秋田）
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み心ちの<の盛岡に集った役員,選手諸君を
．.・・：託．：：〃

お招きして懇親会を開催したところ，ほとん

どの人達が集った。

暖い鍋料理に，おいしい地酒，そして新旧の

OB，学生ﾂ久しぶりに〈つる礎で歓談し飲

み旦ったぺたづ;::~:詮ぎず可｡･灘…
．｜

浜田部長挨拶，F年々 日大を卒業し，社会

に出て行き，それぞれの職場で活躍している。

これからも，力をあわせて頑張ってもらいた

い。今夜はゆっくりと味わって，明日からの

活力をつけてもらいたい………｡．」

参加者一同の自己紹介か在学中の想い出等の

口上を述べあう｡皆さんいもように楽しそう

であった．．'

この様な会合は，5年程前からjインターハ

イ，国体のときに開催しているので，会員の

皆さんは，是非ともお集り願いたいものであ

る。地方にあって，自分の道を開拓している

方々臓特に，いろいろな話題をもち主って胸

きんを開いて話し合うことがいかに大切なこ

とか，世話人の川部君の労を謝しながら，こ

れからのとの会の発展を祈るしだいである。
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第24回全日本インカレ成績
、

県営愛知体育館

45．8．16～19

〔女子〕′〈勘fう
団体総合、2位35780(17820179.60）

個人総合

4位稲谷清子73.45(36.5536.90）

7位小宮由美子72,65(36.1036.55）

J11位並木松子・70.75(349535.80）

凡12位河内余志子7025(35.4534.80）

20位宮川早苗69ﾕ0(34.90別.20）

÷宮川聖子6765．(33.30342,

瀬上冷子66.80:(336533.15）

一二’一､鈴木敏子66.50(32.703380）

、種巨別－

ずj跳馬や6位・小宮由美子

，平行棒4位小宮由美子

…平均台5位’小宮由美子．

※稲谷は，ユニパー出発のため種目別棄権。

〔男子〕

団体総合

f種目別

シ床

4位533．10
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インカレを振り返って

海谷美代子（41年卒）

いつもは，インカレだけでなく，その他のないのではないか位の気持しか残らをいもの

試合でも，た賃審判員としての責務を果す程でした。そしてグー位との差が15点にも及

度の気持しかなくて試合に臨んだものでした。ぶと聞いても,’蚕るでひとごとのようでした。

ですから，いつも二位というのが，そんなそれ力吟回は，木村コーチが出産のため練

にくやしいとも感じないで，うちの選手だっ習をみることができないとあって，急拠ピン

てべストを尽くしての結果なのだから仕方がチヒッターとして，合宿所に寝とまりして，

－5－
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練習面生活面と，ベッタリのつき合いをし今までですとグ練習をみていないので》ど

て試合に臨んだわけです。れだけ励んできたかということが実感として

’日余裕をみて出発したの-画一晩は皆んとないために，少しけん制されると，誰もが

なと一緒で東京での続きとして，何んの変化／文句を言えないような演技をしなければ，多
もなく過ぎたのですが，さて本部の宿舎に移勢に無勢で仕方がないのだというあきらめの

ってからというもの，どうしても落ち着かな気持が先に立ってしまいました。

いのですbでも今回のように，選手と生活を共にして

名古屋という所は，大変むし暑いので，皆みて，それではすまないのだという気がした

んを，アイネクリームなど食べ過ぎてはいなのですb選手はとの日のために，いろいろな

いだろうか。電話で注意しようかしら。でも，ことを我慢しながら練習に励ん商けがを押

もう子供ではないのだから，そこまでいったしてなおもベストを尽くしているのだと思う

ら嫌われやしをいかしら………と，い＆かげんを点数を認めるわけにはいか。

いざ試合が始霞ったら，今度は点数の出具なくなったのです。いつもよ』,緊張度の高い

合が気にたって仕方が表いのです。試合経験をしました。

私は平均台を担当していましたが，との種私個人の気持の反省が先になり，肝心の選

目は，日体大系が2人に伽教育大系2人の編手のことが後になってしまいましたが，簡単

成なので､きっと上と下からけん制されて，にふれたいと思います。

苦しくなるぞと，覚悟はしていたもの＆，そ成績については，別表を参照して裁くとし

れがあまりにはっきりとあらわれてくるので》て，と､､では，それらの点数を得るまでを，

何度も集まって調整しなければならないはめあく寮で主観的な立場から書いてみます。，

になってしまいました。（こういう時ほど， 結果的にいって，みんなよくやったと思い

もう審判はいやだと思うものです。）以前なます。試合前から心配されていた稲ちゃんの

ら燐とれほど説明しても理解してもらえなけがや，多美が出られないということで，三

ければ，これ以上話しても時間の労費でしか位を覚悟で試合に臨注なければと玄で思った

ありませんの君別の機会にしましょうと，ものでした。それがかえってチームワークを

引き分けたものですが，今回はそういきませ強める結果となったのでしょうか。何んとし

ん。何んとしても私の点数に近ずけてもらわても負けられないのだという気迫のエうをも

なければの一心です。訂正のペンが動くまでのが感じられ寮した。

帰しはしません。こんな風に書くと，私がケ平均台においては，規定の日など，余りに

夕やアシダを履かせるのに苦労しているよう平然として演技を行なうので，こちらにふる

に思うでしょう斌そうではないのです．えがくるほどでした。点数の上でも，一番良

一6－
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かつたはずですが，前にも書いたよう幅審

’判員みんなが公平な人達であったら，もっと

良い成績になったはずです。

とのよう注反省を，選手の目にも止まる誌上

で書くべきではないかもしれません．

われわれ審判員同志が反省して，公平な立場

を自覚するように努力すればすむことなので

すが，出身大学の代表として行動する限り，

大なり小なりのひいき点は，百パーセント感

情から追い出すことは不可能だと思います。

そうなると，数多くの審判員を出している大

学が有利になるのは当然でしょう。

、そこで，けん制してくるということは，

敵は恐れている証拠でもあるので，と§でも

う一歩の努力と成長とを期待したいものです。

1970．8
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第24回全日本選手権

兼ミュンヘン・オリンピック強化選手選抜競技会成績

神戸市立中央体育館45．11．20～23

〔男子〕

団体総合4位日本大学530．375

5位三乎雲530275
個人総合6位早田卓次11235．

16〃椎名昇107．875

22〃高橋正典106．725°

23〃中谷秀明105．90

30〃山崎忠男104．825

31〃五十嵐健夫10480

36〃島崎康行104．50

種目月I平行棒3位早田

鞍馬4〃〃

吊輪4〃〃

鉄棒5〃〃

〔女子〕

団体総合2位日本大学

個人総合9位稲谷清子

12〃小宮由美子

14〃長岡久美子

20〃宮川早苗

22〃斉藤多美子

27〃河内余志子

33〃宮川聖子

種目別跳馬6位

平行棒5〃
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全日本選手権報告

ユ1月20日上り,神戸市立中央体育館に決定方針に添い，桜樹クラブとして，との大

おいて’第24回，全日本選手権が開かれ童会に，初めて選手を送りきした。

した。わが桜樹会としてはジ先の会員総会の 試合参加までには，競技部が中心となり，

－7－



わいでした。T

自由演技終了の夜はシ恒例の懇親会泌宿

舎である桔梗家で開かれ，桜樹クラブ；現役

男女の選手諸君タそして応援のため駆けつけ

られた浜田部長はじめ，多数の先輩諸氏そ

の数50余名という盛況ぶりでした。

現役も含めて，全国制覇への道は厳しいと思

われますかり桜樹クラブの誕生を機に，臼大

勢が，日本体操界に新風を吹敷込んでほしい

淵ものです。“

ところで；桜樹クラブの全日本参加を，一

発の打上花火に終らせないためには，会員諸

氏の協力がぜひとも必要なのです。

選手は全額個人負担で試合に参加し萱した。
息．；、

揃v,のユニホオームは鶴見君の骨折りで，長

期年賦にして裁き注した。桜樹会には，援助

する財源が全くないのです。会費を45年度

詮で完納している会員は167名の会員中，

僅か29名に過ぎません。

安サラリーの若き仲間が，桜樹会の名のも

とに努力しているのですdせめて旅費の一部

でも援助したいと思うのですが………。

会員諸氏へのお願いを付記して報告を終り

ます。1970．11菊地

〆霧票､
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計 報

昨年，9月28日，第4回卒業の高島健
治君が死去いたし室した。胃癌でした。

彼の特技であった軽妙をイタリア語や，ス

ペイン語を，なつかしく思い出される方も
多いことと思います。

彼は，昭和38年度の学連幹事長として，
学生体操界の発展のため尽力ざれ萱した。

卒業後は，一時高島スポーツを経賞最近
は，喫茶店や食堂等の経営コンサルタンド
として，業界紙に執筆しており蚕した。
29日の通夜，30日の告別式には,門脇，
遠藤両先生はじ心同期生,先輩後輩が駆
けつけ,彼の生前を忍び,冥福を祈りました。
あとに残された，生後9ケ月のお子さん
を抱えた奥さんの姿が哀れでしたで

数回にわたる合同練習を実施し，努力を重ね

てき童した。ポイ灘』卜､ケヅターである大原君

の故障が惜し漆れましたが,』早田君はじめ，

ユニバー代表の原君筈雛堅実なメンバーを揃

え，上位入賞を目指したのです、0．：，

結果は皆様ご承知の通り，」二位入賞は成りま

せんでしたが，（詳細は別表参照）OBの参

加は，現役講君を発奮ざ也先輩に負けるな

を合言葉にして，見事インカレでの劣勢をは

ね返したのは立派でした。

新生桜樹クラブの全日本出場は，会員諸兄

の長年の念願でした。結果的には満足すべき

ものではあり漆せんでしたが，大原君の欠場

やゥ原君の氏跳馬の棄権全体的な練習不

足等のハンディキャップを，すばらしいチー

ムワークで補っての活躍は，みごと初陣を飾

ったと言うべきでしょう。

会場では，稲橋会長が陣頭指揮に立ち，チ

ームは，チームリーダ朝倉君を中心によくま

と萱り’全体のﾏﾈｰジﾒﾝﾄは鶴見君がひ

きうけるという，そのチームワークは実にみ

ごとでした。 ．“亀

7また，本会関係の審判員も，床・門脇金

子(洋)，小柴鞍馬、菊地，つり輪･遠藤，

鉄棒・小栗，の諸氏を数え，近来にないにぎ
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第4回ハゼ釣り大会報告

9月13日午前8時30分，快晴に恵寮れ

た東京湾に向けて，浅草橋あみ亀の船付場よ

り出鱒。乗り組んだのは，遠藤,､稲橋，堀田，

吉川，平川，早田,,菊地，小粟‘磯部鶴見，

朝倉i津村；山本,小野（会員外特別参加）

以上;14名。

航程1時間ほどで第一の漁場。先を争って竿

をおろすがあたりなし。空の青さと対象的に

真黒に濁った海面がいまい萱しい◎あきらめ

て第二の漁場を目指す。その頃より，はじめ

ようの声あり，ビールにて乾杯。船内にわか

に活気ずく。しかし魚信の方は一向に届かず。

･二回，三回と船の移動が続くうちアルコール

のストックが気になりはじめる。ついに10

時30分，船頭に声が掛かり投錨b

東京湾の水も，ここ萱で来ると青さを堵し，

ヘドロ特有の臭いもなし。揚げたてのハゼの

天ぷら（もちろん船宿が用意したネタ）のう

すさ，酒のう蚕さに酔う｡さんざんとふりそ

＆ぐ大陽の下，波にゆだねられた船上から自

慢の声が海面を渡る･･ず…。ストックが切れて

午後の部が始萱るび

江戸前伽､ゼを守為会々長の肩書をもつ超ベ

テラン船頭，中村亀太郎氏大いにあせるが魚

影さらに無し。

午後3崎全員オデコの青＆陸に上がる。

こうして今回のハゼ鋲り行は終ったのです

が，釣果はどうであろうと，楽しいひとAき

を渦すことができ蚕した。次回も萱たこりず

に企画し萱す。新人の参加を期待する次第で

す。張、1970．10．

第7回忘年会報告

時4512/も～612月5日(土)，16時59分両国発，途中
所館山市洲の崎ホテル率い声『：評

千葉から乗車の3名を加えて，総勢1'9名が
参加者澗喬，堀田(淳)，吉川，芳尾，

早田，菊地，小栗，鶴一見， 初冬の内房を館山に向った。会場である洲の

小柴，岩田，朝倉，今柚箱根，崎ホテルは，館山からフラワーラインを経て
津村，高波，大原，山本，原，

高橋車で20分，洲崎燈台のすぐ下にある。もう
すっかり馴染になった宿の人達の歓迎をうけ，

洲の崎ホテルにて迎える年忘れの会は，今，7時40分ホテル到着6

年で5年目である。《第1，2回は東京）：入浴の後,い主いよ宴会が始注.る。稲僑会

：｡･－9－



久しぶりに会う昔の仲間はすばらしい。先

輩も後輩もなく，一社会人として楽しく語り

合う。そこには職場にありがちな，上司への

気兼やり同僚への気遺もいらない。体操とい

う鮮で結ばれた人間関係がある◎

稲橋会長と，豊山高校小栗先生のカップル

が踊るワルツを想像して裁きたい。

夜が更けるのも忘れ歓談は続いたのである。

来年も蚕た，洲の崎に出かけるだろう。12

月の第1土曜日，日曜日をぜひ記憶に止めて

おいてほしいものである。

ノ.

/侭露

1970．12．K

第一回桜濁スキースクール撒告

スキーではベテランの，小栗（39年卒），途中，高崎から高田が合流。5時16分長野

朝倉（43年卒）の両君が中心となって，桜落。長野電鉄にて湯田中へ。湯田中から徳

樹スキースクールが企画されをした。初めて長野中央高校に勤める船木が合流して，バス

の試みにもか》､わらず，15名の参加者があで発哨温泉へ。そこから15分位歩いて，7

り，有意義な講習会をもつことができ吉した。時30分頃宿舎である西発哨温泉ホテル到着。

以下はその報告です。（文中，敬称は略ざ朝食をす萱せて第一日目が始まる。

せて載き･ました。）リフトで高天原のケレンデに出る。快晴遠

時昭和46年1月3日～5日<日本アルプス蚕で，すばらしい展望が広が

所志賀高原価発哨温泉ホテル泊）間◎
参加者早田，高田肌菊地，小栗，

蚕ず，全員で準備運動。初心者クラスの，鶴見，船木，朝倉今村，佐久間，

箱根，関口(始)》山本，原，早田，菊地.関口，山本は朝倉が》他の上級

工藤(昌)，伊原 者クラスは小栗が指導に当る。相方とも容赦

なくシボられる。

1月3日，零時20分上野発，カラカラの ひとしきり滑って昼食◎

車中でゆっくり手足を伸ばして長野に向う。午後は，志賀高原に詳しい小栗の先導で数多

－10－

縦
）

長の乾杯の音頭で幕があき，見事なは萱ちの

生作を肴に，飲み且つ歌い，踊るといった例

年通りの風景が展開した。

今回の話題の中心は，なんといっても，桜

樹クラブの全日本初出場のことであった。出

場選手の労をねぎらう乾杯が幾度かくり返さ

れ，反省とともに，来年への決意を誓い合っ

たのである。

萱たｸ今回の参加者のうち,5年連続参加

の稲橋，菊地，鶴見が出色ならば，わざわざ

神戸から飛行機で駆けつけた初参加の小柴も

異色であった。
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〈のゲレンデを廻るo小栗，朝倉，高田ら，

,上級者のストジクワークが冴える。初心者は

ケレンデの片隅で基礎練習に励げむb

夕闇せ在るころ，林間コースを通って宿舎

に降りる。初心者は雪に萱みれて奮斗する。

7時間近く滑って，クタクタになったから

だに，ビールの冷たさが心地よい。コタツを

囲んで，今日の出来具合や，現役時代の話に

花が咲く。

第2日，快晴。30分ほど歩いてブナ平の

ゲレンデに出る。午前の部が始萱る。

初心者を除いた10名が，一線となって滑

り降りる様は，他のスキー客もしばし見とれ

るほどである。二，三度デモンストレーショ

ンをくり返した後，有名方難所，ジャイアン

ト・コースに挑む。（その間の描写ができ左

いのは残念である。初心者険，ブナ平にて，

与えら銅た課題を黙々と繰り返していたのだ

から。）

11蹄約束のモミの木の下に全員集合，

昼食。

午後は全員揃って，それぞれの実力に応じ

て技術練習。叱陀激励の声がとび，アドバイ

スが与えられる。休もうとしたい女性群の気

迫に押されて，練習がくり返される。佐久間

の華麗なスキーが光る。初心者，山本，関口

の進境もめざましい。

2時30分風邪気味の早田が一足早く宿舎

に戻る。3時30分，全員事故のないよう，

'余力を残してゲレンデを後にする。各々，今

日一日の充足感を味う。‘

j誇り

夕食の後のだんらんがまた楽しい。スキー

のこと，体操のこと，友人の消息など話はつ

き左いo

午後8時，仕事の都合で，高田が山を降り

る◎

第3日，すごい吹雪である。新雪が30セ

ンチも積っている。馬耕腺をはらして寝こん

でし奮った早田と，パテ気味の菊地が残り，

他の12名，元気よく吹雪の中にとび出す。

午後’時，新雪寺十分堪能して全員無事帰

嵩

3時，もう一日滑りこもうと張り切る，若

手の工藤，原山本，箱根の4人を残して帰

途につく。上野到着5日22時40分。．

初於ての桜掛会スキースクールの様子を誌

上再録してみずした。概略はご理解載けたと

と＆思いま､す。

この集いは，正月の恒例行事として，毎年

続けていくことになり交した。会員の中には，

教職に携わる人が多いことから，スキー技術

を身につけたいと願う人も沢山いることでし

ょう。初心者から上級者まで，その力に応じ

て，存分に楽しめると思います。

をた，とのスキースクールの良さは，スキ

ー技術の修得ということばかりではなく，桜

織会々員という和を通して，深い人間関係を

育成するという点にもあると思います。次回

には，より多くの会員が，揃いのヤッケで

みごとなシュプールを描くことでしょう。

1971．1．9K
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会費領収ICついて
f

務総

第2号に引き続き，45年7月11日以降，11．23松岡多賀子2500

46年1月10日現在までに会費を納入され12．8朝倉徳雄500

た方々です。領収証は会報に同封いたし蚕す。 25高田信興3β00

46．L9坂．田安世4，000

現金にて

45．812伊原傭1000口座にて

〃井上博1pOO．45．8．11浅‘fH泰男3jOOO

○15吉JII輝3jooo24野J〆崎ざ建史1，000

9．5福田竹子1bOOOm5山田隆士畠1,000

15仲西盛光3，500‘7川ロ潔…1｡00

10．17菊地君男250026…桑島洋子、1:000

25朝倉徳雄1，000（但し，手数料本会負担｝
、
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糞員総会を,46年3月幻日旧)に開会の一層の発展につながると思…ず茎
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（年月）

45．4

45．5

45．9

磯部忠通安藤泰行 男
？
女
§
女
男
必
男

横山f邦子
（旧姓三橋）

早乙女貞夫

木村多喜
木村
（旧姓
美知子
小栗）

、

船木政明

砂野泰男 菊地君男45．11 45．10
も

高 波司雄 (44年卒） 平川文雄45．11 45．11

1潟}伽年卒’
45．11,鋤ht廟，

〆

内 清

藤健一

栗郁郎

大
佐
小
Ｉ
＄

(42年卒） 45．12

(43年卒） 46
｡

46

１
１(39年卒）

編 集後記

いつものことながら’予定は決定にあらず，

あく蚕で未定であったようである。前号の編

集後記にも，予定エリおくれてしまったこと、

へのお詑びの文を書いたが，今回も在た同様

の文章を書かざるを得ないのは残念である。

とにかく，どうにか第3号の原稿をま｡とめる

ことができてホッとしたところである。

編集といっても,域だまだ素人仕事承機

関誌としての体裁も整っていないが，今後と

も継続させていくことに努力したい。

それにしても，会員間に会報に対する認識

が得られないのか，一般寄稿がないのはさみ

しいことである。北海道から九州沖縄に至

る会員からの便りが，誌上をにぎわすように

なってほしいものである。
、

今回，巻頭を浜田先生の文章で飾ることが

できたのは幸いであった。

46．1．15．
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